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【はじめに】

ポリスルホン(以下PS)膜は､生態適合性に優れ､

′ト分子物質から低分子蛋白領域までの幅広い物′
質の除去が可能である｡また､ポリエーテルスル

ホン(以下PES)膜も同様に､β2･ミクログロブリ

ン(以下β2･MG)の除去とアルブミン漏出阻止を

兼ね備えた性質を持つと言われている｡

今回我々は､濃厚を 30〝m とし､透過性能を

高めたこプロ社製PES素材のPESl170D､190D

を使用する機会を得たので､旭メディカル社製

ps素材APS･15S､18MI)との性能を比較検討し

た｡

【対象】

対 象 は現 在 当院 にお い て､APS･15S､

APS･18Ml)を使用し､Online･HI)Fを施行して

いる安定維持透析患者各 1名ずつである｡

【方法】

APS･15S使用患者 にPES･170D､APS･18MD

使用者にPES190Dを1週間使用し､使用開始 1

週間後の最終日に採血､排液採取を行った｡採血

は透析開始時､透析開始1時間後､透析後の3回｡

排液採取は､透析開始から10分間貯留､その後

1時間ごと計4回行い､二部をサンプリングした｡

膜の性能評価として､尿素､クレアチニン､尿

酸､無機リン､β2･MG､α1･ミクログロブリン(以

下α1･MG)の除去率､除去畳､および透析開始 1

時間後のクリアランス､アルブミン漏出畳､m N､

血算 5項目(赤血球数､-モグロビン濃度､ヘマ

トクリット値､白血球数､血小板数)を用いた｡

また､透析条件は､時間4時間､QB=250mi/mid

( APS･15S使用患者 ) QB=240nl/min

(APS･18MD使用患者 ) QI)司00血mnin､
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QF=40nl血in(後希釈)とし､現在当院にて行っ

ている透析と同一条件下に検討した｡尚､検査は

弧 に依頼した｡

t結果】

図 1に APS･158 と PES･170D､図 2に

APS･18MDとPESl190Dの除去率を示す｡

APSl15SとPES･170Dの比較では､α11MG

において､PES･170Dは 30.99%とAPS･16Sの

16.47%より高値を示したが､小分子物質からβ

2lMGまでは､ほとんど差がみられなかった｡

APS･18MDとP且S･1901)の比較では､小分子

物質においてはAPS･18MDの方が2-4%高値を

示し､αllMGにおいては､PES1190Dが29.61%

とAPS･18MI)のJ6.06%を上回った｡
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図3･A､BにAPS･15SとPES･170D､図4･A､

BにAPS･18MDとPES･190Dの透析1回の除去

丑を示した｡
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APS･16SとPES･170Dの比較では､どちらも

アルブミンは検出されなかった｡尿素においては

PES-170Dの36.5gがAPS･15Sの24.19gより高

い値を示 した｡低分子蛋白領域においては

PES･170Dの方が高い値を示した｡

APS･18MDとPES･190Dの比較でも､アルブ

ミンは検出されなかった｡

尿素においては PES･190D の 101.09g方が

APS･18MDの91,8gより高い値を示しているが､

その他の小分子物質ではほとんど差が見られな

かった｡低分子蛋白領域においてはやはり

PES･1901)の方が上回っていた｡
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図 6に APS･15S と PES･170I)､図 6 に

APS･18MD とPES･190Ⅰ)の透析開始 1時間後の

クリアランスを示す｡

APS･16SとPES･170Dの比較では､小分子物

質においてはPES1170Dの方が高い値を示した｡
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特に尿素､無塊リンにおいては20nl/hh ほどの

差が見られた｡低分子蛋白領域ではAPS･15Sが

高い値を示し､α1･MGにおいてはより大きな差

が見られた｡

APS･18MDとPES･190Dの比較では､尿酸､

尿素､α1･MGにおいては差が見られなかったが､

クレアチニン､無機リン､β2･MG においては､

pES･190Dの方が高い低を示した｡

図5)クリアランス

図6)クリアランス

表1にKTN､表2に透析前の血算の結果を示

す｡

ET/Vは､いずれも2以上と高い値を示 した｡

血算においては､PES膜使用による大きな値

の変化は見られなかった｡

また､いずれのダイアライザー使用においても

放血は認められなかった｡

九ps-15SPE古-1700九ps-18MDlPES-190t)

RBC(10./ul) 404 ●∝ー 282 275
川火一己′df) 12.1 12 9.1 9
rk(～) 39.1 38.6 30.令 29.2

WEIC(10Z/JLl) 101.8 82_5 26.2 30.6

表 2)血算結果



【考察】
APS･16S､APS･18MI)は､比較したPES膜よ

りも′トさい膜面積でありながら､′ト分子物質､β
2･MGにおいて同等又はそれ以上の除去率を示し.

長期透析息者における透析合併症の緩和､発症の

減少が期待できるものと考えられる｡

一方､pES･1701)､PES･190Dはα1･MGまで

の高い除去性能を示したが､同時に使用後の疲労

感が強く残った｡これは単に膜面横の違いによる

ものだけでなく､低分子蛋白の抜けによるものと

考えられた｡今回排液中にアルブミンは検出され

なかったがこ測定キットの閉居もあり､患者の疲

労感を考えると､長期使用には更なる検討が必要

と思われた｡

【結語】
APS･16S と PES･170D､APS･18MI) と

PES･190Dの性能を比較した｡

1.APS膜は小分子物質からβ2･MGまでの高い

除去能を示した｡

2.PES膜は低分子蛋白の除去に優れていたが､

長期使用にあたっては課虜が残った｡
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